＜これってパワハラ？＞
（今から、一つの物語を見ていただきます。この中で、どんな問題があるか、クイズをしますので、問題があると思った内容をメモしておいてください）

ナレーション
　こちらは，とある会社の課長であるAさんです。Aさんは，とてもマジメな頑張り屋さんであったため，若くして，会社の課長に昇進することができました。

Ａ課長
　やったー，僕も，やっと，課長になれたぞ。うっれしいなぁ，ますます，仕事がんばって，会社の業績あげるぞー，がんばるぞっ 
よーし，僕が課長になったからには，部下にどんな指導をしようかな。
＞
Ａ課長
　そうだ，やっぱり，学生時代の部活のように，なんでも腹を割って話し合えて，どんなことでも情報共有しながらガッチリスクラム組んで，みんなで体当たりしまくる，そんな雰囲気にしたいな。とすると，大事なのは毎日コミュニケーションたくさんとることが大事だな。よし，がんばるぞ
＞
ナレーション
　こちらは，Ａ課長の部下の新入社員のB君です。
　ちょうどB君が出勤してきたところでした。
Ｂ君
　あ，A課長，おはようございます。本日も宜しくお願いします。
＞
Ａ課長
　おー，Ｂ君，おはよう。今日もよろしくねー。
＞
ナレーション
　このとき，Ａ課長は，Ｂ君がいつもより少しだけ，元気がないように感じました。
Ａ課長
あれれ，なんだか，Ｂ君，いつもはもっとハキハキしてて，大きな声で，「ありがとうございましたー」っていうのに，なんだか，ちょっとだけ，いつもと違う感じがするなぁ。
ナレーション
このように思ったＡ課長は，Ｂ君に声をかけてみました。
＞
Ａ課長
　Ｂ君，今日もおつかれさま。今日もがんばってくれて，ありがとね。
＞
Ｂ君
　あ，Ａ課長，おつかれさまです。今日もありがとうございました。
＞
Ａ課長
　Ｂ君，調子はどう。Ｂ君もだいぶ仕事慣れてきたよね。Ｂ君の明るさは，お客さんにも，受けがとてもいいよ。ありがとね。
＞
Ｂ君
　あ，はい，そういってもらえると嬉しいです。ありがとうございます。
＞
Ａ課長
　あれ，Ｂ君，なんかさあ，ちょっとだけいつもより疲れてるような感じがするんだけど，大丈夫？なにかあったのかな，なにかあったなら，話してみてくれない？
＞
Ｂ君
　え，あ，わかりますか，課長ってすごいですね。実は，ちょっと，おばあちゃんの具合が悪くて，ちょっと心配でして。自分，おばあちゃん子だったんですよ。
＞
Ａ課長
　あ，そうだったの，それは心配だね。Ｂ君さ，今週仕事のアポたくさん入ってるけどさ，無理しないでね。なにかあったら，連絡してもらえれば代わりに入るからね。
＞
Ｂ君
　あ，ありがとうございます。気づいてもらえて，気を使ってもらえて，ぼく，すごい嬉しかったです。
＞
ナレーション
　このときＡさんはこう思っていました。
Ａ課長
やっぱり，コミュニケーションたくさんとるって，大事だなぁ。B君，そういう事情があったのかぁ。Ｂ君の変化に気づいてあげられて，よかったよかった。
＞
ナレーション
　また，ある日のことです。
　こちらは，Ａ課長の部下のＣ君です。
　ちょうどＣ君が出勤してきたところでした。
Ｃ君
　あ，Ａ課長，おつかれさまです。
＞
Ａ課長
　おー，Ｃ君，おはよう，今日もよろしくねー。
　ところでさぁ，Ｃ君，Ｃ君いつも会社の飲み会、皆勤賞でさ、絶対参加してくれてたけどさ、今月全然はいってないじゃん。どうかしたの？
＞
Ｃ君
　え，あ，いや，特に理由はないです。ホントにないです。
＞　
Ａ課長
　えー，なに，なんか変じゃん，どうしたのＣ君，なんかいつもと違うじゃん。何か理由があるなら教えてよ。なにか力になれることがあったら力になりたいからさ。
＞
Ｃ君
え，いや，A課長，本当に，特に理由はないんですよ。
＞
ナレーション
　この時，Ｃ君は内心，こう思っていました。
Ｃ君　
　本当は，結婚したくて、最近、婚活サイトに登録して、女性と会う約束してるんだけど、うまくいかなかったら辛いから、恥ずかしくて人に言えないんだよなぁ。
＞
ナレーション
　Ｃ君は，内心，このように思っていたにも関わらず，Ａさんは，その後も，たびたび，Ｃ君が会社の飲み会に来ない度に、その理由を聞き出そうとし，このような会話を繰り返していました。しかし，Ｃ君は答えませんでした。
＞
ナレーション
　また，ある日のことです。
Ａ課長
　お，Ｃ君，そのスマホ，最新型のやつじゃん，うわー，いいなぁ。ちょっと見せてよ。あ，なんか今，ちらっと女性の写真が見えた，もしかして，彼女？彼女でしょ，ちょっと見せてよ見せてよ。Ｃ君彼女いるの？
＞
Ｃ君
　え，い，いや，いませんよ，ちがいますよ。
＞
Ａ課長
　なんだよ，Ｃ君，ノリ悪いなぁ。おれたち仲間じゃん，がっちりスクラム組んで仕事したいんだからコミュニケーションとろうよー。
＞
Ｃ君
　え，あ，は，はあ・・・。
＞　
ナレーション
　また，ある日のことです。
　こちらは，Ａ課長の部下のＤ子さんです。
　Ｄ子さんは，性格はマジメであったものの，少し，おっちょこちょいな性格でした
＞
　Ｄ子さんの部署の主な仕事は、
①伝票作成・管理と、
②伝票作成のためのお客様とのやり取り、
③お客様への電話フォロー、でした。
Ｄ子さんは、①の伝票作成・管理のミスが多く、お客様に迷惑をかけてしまうことを繰り返していました。
　そのため，お客様を怒らせてしまい，Ａ課長が代わって平謝りをするということが連続していました。
　しかし，Ｄ子さんは，②の伝票作成のためのお客様とのやりとりや、③のお客様への電話フォローについてはミスすることはありませんでした。
　そして，このＤ子さん，本日もまた，伝票の作成・管理のミスをして，お客様を激怒させてしまいました。
＞
客
　おおい，いったいどうなってるんですか。先日注文した伝票の中身がまた間違ってますよ。
いったい何度同じミスしてるんですか。こんなんじゃもうお宅とは取引できませんよ！
＞
Ａ課長
　大変申し訳ございません。どうか，どうかお許しください。

ナレーション
　このように，Ｄ子さんは，何度も何度も，同じミスを繰り返していました。
しかし，それでも，A課長は，とにかく，みんな仲良く，がっちりスクラムを組んでがんばっていくお店を作りたいと思っていたので，Ｄ子さんが，何度も同じミスをしても，Ｄ子さんを責めることはしませんでした。Ｄ子さんの成長を願って，Ｄ子さんの成長を信じていました。
＞
　Ｄ子さん，オッケーオッケー，誰にだってミスはあるよ。仕方ないよ。ミスしても，次がんばればオッケーさ。どんどんチャレンジしていこうぜ。
＞
　そして，また，ある日のことです。Ｄ子さんは，また同じミスをして，お客様を激怒させてしまいました。
　そして，とうとう，Ａ課長は，何度も同じミスを繰り返すＤ子さんに，堪忍袋の緒が切れてしまいました。
＞
Ａ課長
　Ｄ子さん，君さ，いったい，何回，同じミスするのさ。君の成長を信じてさ，ひたすらフォローしてきたけどさ，さすがの私も，もうあきれちゃうよ。もう今日は，お客様へのお茶出しと、事務用品の補充だけやってて。
＞
ナレーション
それからしばらくたってからのことです。
その後，この会社では、伝票の作成・管理について、システムが導入され、自動化されました。このおかげで、伝票の作成・管理についてはミスが発生しなくなりました。
そのため、Ｄ子さんの部署では、伝票作成のためのお客様とのやりとりと、お客様への電話フォローだけをすればよいことになりました。

＞
ナレーション
　ある日，また，Ｄ子さんが出勤してきました。
Ｄ子さん
　あ，Ａ課長，おつかれさまです。
＞
Ａ課長
　あー，Ｄ子さん，おつかれさま。
　Ｄ子さんは，今日も、お客様へのお茶出しと、事務用品の補充を頼むよ。
ナレーション　
　このように，その後も，Ａ課長は，Ｄ子さんに，お客様へのお茶出しと、事務用品の補充だけをさせていました。

